
飛騨市民病院 中林先生から市民の皆さんへのメッセージ 

～第２回 新型コロナウイルス対策の成果と生活を取り戻すための取り組み～ 

 

飛騨市民病院で、感染対策をしております ICD（インフェクションコントロールドクター）の中林玄一

と申します。本日は２回目のお話しをさせていただきます。 

 

全国で行われたステイホーム運動によって、新型コロナウイルスの新規感染者数は大きく減少してお

りまして、たいへん喜ばしい流れだと判断しております。 

個々人や店舗、それぞれにさまざまな立場があったと存じますが、皆で一丸となりまして、全体として

大きな成果を出せたことは、本当にすばらしい努力の賜物だと感じております。 

しかしながら、これで安心して「全員で予防する行動」にほころびが出てしまいますと、再び感染が拡

大する懸念があります。 

 

３月を思い出していただきたいのですが、北海道でコロナウイルスの流行が一段落したため、３連休の

直前に緊急事態宣言が解除されました。そして「やったー！」という雪解けムードの中で流行は静かに広

がりまして、２週間のタイムラグを経て感染者の大きな増加から医療崩壊すれすれの展開となり、長く続

く全国的な自粛をせざるを得ず、そして、ようやく収束したのが現在です。 

 

新型コロナウイルスの広がり方は、過去のウイルスとは異なり、とても両極端だということが分かって

きています。つまり、全員でしっかり感染予防を継続して安全な生活を維持するか、我慢できず綻んで感

染爆発するかの２択だという事です。そのため、感染の減少は率直に喜びつつも、行動としては冷静にう

つし合わない予防活動を長く続けることで、経済活動を安全に再開できるようになるということになり

ます。 

お店におかれましては、事業者の方とお店をご利用のお客様が、ともに息を合わせて「長く続けること

のできる感染対策」を作り上げていただければと存じます。 

 

これから暑い夏がやってまいります。エアコンや扇風機は空気を循環させるため、換気の代わりにはな

りません。それどころか、せっかく地面に落下しようとした飛沫を舞い上げてしまいますので、十分な換

気をしていない環境では使用を推奨されておりません。エアコン無しの夏を過ごすことにならないよう

に、今のうちから「コロナが収束した状態が当たり前～！」になるように、感染に配慮した新しい日常を

作り上げていきましょう。 

 

今回の事態は、全国の誰も望んでいないのに世界を含めて丸ごと巻き込まれている事件です。 間違い

なく歴史に残る大事件であり、残念ながらすぐに終わることはありません。しかし明けない夜はありませ

ん。日本の歴史は、急に日常を喪失しても、めげずに何度でも立ち上がってきた歴史」です。 

今回も、社会や生き方を変化させて、うまく適応しつつ、 力を合わせてやり過ごしましょう！ 
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